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解 説
１ 実験１・２から，暗いところにおいたときに成長した長さ１１.２㎜が，光側で１０.６㎜，影側で１１.８㎜に鰻

なったことから，オーキシンが移動したと考えられます。

成長した長さが１１.２㎜になるときのオーキシンのこさは，図２のｂまたはｆのときになります。こさｘにつ姥

いて 「ｘ＝ｂ」のときはｙ＜ｘ＜ｚ 「ｘ＝ｆ」のときはｚ＜ｘ＜ｙと考えられます。， ，

２ 震源からの距離が８０㎞のＤ地点で，Ｐ波がとどくまでの時間は１０秒，Ｓ波がとどくまでの時間は２０秒で姥

す。ＰＳ時間は震源からの距離に比例し，震源からＣ地点にＳ波がとどくまでの時間は，Ｄ地点にとどくまでの

時間の （１０÷２０）なので，Ｃ地点の震源からの距離は４０㎞（８０× ）とわかります。２
１

２
１

３ 「水１㎏あたりにとけている砂とうの重さに比例してこおり始める温度が０℃よりも低くなる」とあることか瓜

ら，こさ１０％の砂とう水５００ｇ→水１㎏に砂とう ｇがとけていることになります。水２０ｇに砂と９
１０００

う５ｇがとけているとき，砂とう水がこおり始める温度が０℃よりも２.５℃低くなったので，こさ１０％の砂と

う水５００ｇがこおり始める温度はおよそ１.１℃（ ：２５０＝Ｘ：２.５）低くなります。９
１０００

４ 棒の重さをＸｇとすると，Ｂを支点としたときのつり合いの式は「１００×１００＋Ｘ×５０＝６００×欝

２５」が成り立ち，Ｘ＝１００とわかります。

Ａにかかる力をＹｇとすると，つり合いの式は「Ｙ×１００＋１００×５０＝６００×３０」が成り立ち，Ｙ蔚

＝１３０とわかります。このことから，電磁石が棒磁石１を引く力の大きさは３０ｇ（１３０－１００）です。

ばねはかり２の位置をＢからＺ㎝とすると，Ａにかかる力は４０ｇなので，つり合いの式は「４０×１００＋鰻

１００×５０＝６００×Ｚ」が成り立ち，Ｚ＝１５とわかります。
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